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農業・農村分野で活動する地域おこし協力隊

東北農政局岩手県拠点



岩手県内では、地域おこし協力隊への期待が年々高まっています。市町村の首長の

皆様からも、「協力隊のおかげで地域が元気になった」「協力隊の活動を通じて職員

の意識が変わった」といった声を多く伺っており、協力隊の皆さんと地域の方々との

つながりが、確かな変化を生み出していることを実感しています。

協力隊の皆さんはご縁あって岩手に移住し、地域の人々に支えられながら活動され

ています。慣れない土地での挑戦には不安もあると思いますが、その一つ一つの出会

いが活動の力になっているのではないでしょうか。

岩手県拠点としても、人と人とのつながりを大切にしながら、皆さんの活動を応援

してまいります。今後ともよろしくお願いいたします。

また、お近くにお越しの際は、お気軽にお立ち寄りいただければ幸いです。

東北農政局岩手県拠点

地方参事官 中邨 栄二郎
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年々増加 
岩手県の地域おこし協力隊の隊員数は313人

（令和６年）で、全国で５番目に多い隊員数です。
県内の隊員数は年々増加（全国も増加）してお

り、地域の活性化や産地継続等、様々な分野で活
躍しています。

－ 岩手県の地域おこし協力隊の状況 －



この、「My Challenge Book」では、

岩手県拠点職員が直接訪問し、お話を伺った隊員の皆様
（No.01～13に掲載）

令和８年２月27日にオンライン開催した情報交換会にご参加いただいた隊員の皆様
（No.14～22に掲載）

をご紹介しています。
QRコードを掲載している隊員の方もいらっしゃいますので、

詳しい活動の様子は、そちらからご覧ください！
「My Challenge Book」を通して、隊員の皆様のご活躍を

多くの方々に知っていただけますと幸いです。

岩手県拠点では、農業や農村に興味を持ってチャレンジする協力隊の皆さんの

声に耳を傾け、隊員同士が相談し合えるネットワークづくりの一助となるよう、

情報交換の機会を設けています。

岩 手 県 拠 点 の 取 組

活動の中で抱える課題の把握や
解決に向けた情報提供

岩手県拠点職員が隊員の皆さんのもと
を訪れ、活動内容や課題等を直接お聞
きしています。また、農林水産省の関
連施策の情報提供も行っています。

隊員同士が気軽に相談し合える
ネットワークづくりの場の提供

年１回、農業・農村分野で活動する県
内の隊員の皆さんをオンラインでつな
ぎ、情報交換会を開催しています。

県拠点のホームページを活用した
隊員に関する情報発信

岩手県拠点が把握した隊員の皆さんの
活動状況を、ホームページでご紹介し
ています。

この冊子のご案内



05 マナニ 奈津子

07 上村 光治

08 笹渡 繁巳

21 新井 泰雄

01/17 髙橋 康児

西和賀町

一関市

岩手町

平泉町

遠野市

13 堀田 翔平

軽米町

礼佳

09 長根 和徳

10 菊池 菜奈

11 照井 真

04 吉目木 築

02 高橋 勇大

03 山口 一也

06 伊原 寛一郎

Member

岩手県拠点職員が直接訪問し、お話を伺った隊員の皆様です！

01～13

情報交換会（R8.2.27）にご参加いただいた隊員の皆様です！ 

14～22

矢巾町

20 北村 龍史

岩泉町

22 小笠原 竜慈

花巻市

16 高木 健

滝沢市

18 隅谷 百葉

盛岡市

14 吉田 一生

大船渡市

15 今井 雄一

12 刈屋 翔磨

紫波町

19 村上 一江



遠野市

ホップ栽培と地域に馴染む活動と挑戦

髙橋 康児

埼玉県

令和６年４月～

たかはし こうじ

転出元

出身地

任期

ホップとスポーツがきっかけに1

2

REPORT

ホップだけでなく

地域の力になりたい

埼玉県三郷市

ホップ収穫時のトラクターの運転

ホップ栽培活動内容

高さ約5.5
メートル
のホップ
棚からの
収穫作業

遠野市で自然に触れる学びを

令和６年４月に地域おこし協力隊として遠野市に着任し
た髙橋康児さんは、次世代ホップ農家プロジェクトに参加
し、地元の先輩農家のもとでホップ栽培のノウハウを学ん
でいます。
髙橋さんは、ビールやサッカーが好きということもあり、

遠野市の取組に興味を持ちました。ホップ栽培の他に、地
域のお祭りに参加したり、スポーツチームにも加入して地
域に溶け込めるように精力的に活動しています。

ホップ栽培は先輩農家や市職員からのアドバイスを受け
て技術を積み重ね、２年目となる今年は、自ら考えて作業
に取り組むことにも挑戦しています。
また、ホップ栽培や農作業を通じ自然に触れることで、

都市では味わえない、自然の深い癒しや安らぎの効果を感
じることができるといいます。髙橋さんは、将来的な希望
として、古民家などを活用した、不登校などの子どもたち
が農作業体験ができる、学びと心の居場所を作りたいと考
えています。
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遠野市

地域の支えを力に技術の習得と就農を目指す

高橋 勇大

埼玉県

令和６年10月～

たかはし ゆうた

転出元

出身地

任期

ビール好きがきっかけ1

2

REPORT

ホップのまち遠野で

３年後の成長を

埼玉県さいたま市

ホップ収
穫後の調
製作業

ホップ栽培活動内容

収穫トラックの上で収穫作業

３年後を見据えた準備を一つひとつ
地域おこし協力隊は３年の任期。また、ホップは多年草

植物で、株が十分な大きさに育つまで３年を要します。
「今は地域の方々に支えてもらってばかりなので、しっ

かり技術を身に付けて恩返しできるように、前向きに活動
していきたい。」と高橋さんは話します。
高橋さんは、３年後を見据え、栽培技術の習得に加え、

就農に向けて具体的な農地や住居の確保、機械や資材など
の調達に向けて一つひとつ準備や検討を進めています。

令和６年10月に地域おこし協力隊として遠野市に着任し
た高橋勇大さんは、ビール好きだったこともあり、SNSで偶
然見つけた遠野市のホップに興味を持ち、地域おこし協力
隊の存在を知りました。
ホップ栽培は先輩農家や市職員からのアドバイスを受け

て技術を積み重ね、２年目となる今年は、自ら考えて作業
に取り組むことにも挑戦しています。
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遠野市

ビール好きが導いた、ホップ畑での新しい日々

山口 一也

北海道

令和６年11月～

やまぐち かずや

転出元

出身地

任期

ビール好きがきっかけ1

2

REPORT

遠野にしかないもの

地域とともに伝統を継ぐ

北海道札幌市

収穫したホップの調製作業

ホップ栽培活動内容

トラクターによる耕起作業

最高の祭りで気持ち新たに

令和６年11月に地域おこし協力隊として遠野市に着任し
た山口一也さんは、次世代ホップ農家プロジェクトに参加
し、地元の先輩農家のもとでホップ栽培のノウハウを学ん
でいます。山口さんは、ビール好きからホップ栽培に興味
を持ち、前職のシステム開発から大きく転身し、自然の厳
しさや楽しさを感じながら活動しています。
１年目は農家としての基本、道具の扱い方やホップ栽培

の基礎を学び、２年目はさらに理解を深めるとともに、よ
り主体的に行動し、将来の独立に向けて研鑽を積んでいま
す。

毎年８月末に市内で行われる「ホップ収穫祭」では、遠
野市に多くの観光客が訪れます。ホップの収穫・調製作業
の最盛期と重なりますが、「収穫祭は作業の疲れが吹き飛
ぶほどに、最高に盛り上がる」と山口さんは話します。
山口さんは、遠野市ならではのこの伝統の一端を担える

存在になりたい―と、決意を新たにホップ栽培に向き合っ
ています。
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遠野市

二人三脚でホップとわさびに挑戦

吉目木 築

千葉県

令和６年４月～

よしめき きずく

転出元

出身地

任期

「農家に挑戦したい」がきっかけ1

2

REPORT

寒さにはまだ慣れない

けれど、地域の人は温かい

茨城県日立市

整然と並ぶホップ棚の横を
トラクターで中耕

ホップ栽培活動内容

翌年に向けたホップ棚の整理作業

将来はホップとわさびの栽培を目指す

令和６年４月に地域おこし協力隊として遠野市に着任し
た吉目木築さんは、３～４年前から夫婦で農業に挑戦した
いと色々探していたところ、「新農業人フェア」に参加し
たことをきっかけに、遠野市のホップ栽培を知りました。
夫婦で新天地に赴き、築さんはホップ栽培、奥様はわさ

び栽培の挑戦が始まりました。
遠野市の寒さにはまだ慣れないようでしたが、地域の人

との温かいつながりの中で、充実した生活を送っています。

ホップ栽培は先輩農家や市のアドバイスを受けて技術を
蓄積しているところで、奥様はわさび栽培の勉強を始めて
います。
来年は協力隊任期最終年となることから、農地の取得も

進めているところで、目標の半分まで準備が整ってきてい
ます。栽培技術の習得と並行しながらホップとわさびの栽
培を行える土地や住居探しなど、やらなければいけないこ
とは多いですが、夢に向かって進む表情は輝いていました。
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一関市

食べ物のことをもっと意識してほしい

マナニ 奈津子

岩手県山田町

令和７年３月～

まなに なつこ

転出元

出身地

任期

有機農業を始めたきっかけ1

有機農業に対する思いと現在の活動2

REPORT

食べ物は

人の優しさをつくる

東京都（以前はアメリカ在住）

田植え作業の様子

令和７年３月に地域おこし協力隊として一関市に着任し
たマナニ奈津子さんは、15ａの水田を借り受け、有機農業
の技術を学びながら水稲栽培に取り組んでいます。
マナニさんは、以前アメリカに住んでいたとき、スー

パーマーケット等の売場で有機農業で生産された農作物と
いうものがあるということを知りました。子供の病気を
きっかけに有機農産物を購入していましたが、コロナ禍に
入手困難となり、自給自足の必要性を感じたそうです。

水稲栽培活動内容

みどりの食料システム戦略の「2050年までに有機農業の
取組面積割合25％」という目標に興味を持ち、「日本で有
機農業を広めるためには地域の理解、消費者の理解醸成が
必要」とマナニさんは考えています。
「安全なものを自分でつくる。みんながそういう農作物

を自給自足していけばいいのではないか？」との思いで、
まずは自分で除草するなど自然に近い形で農作物を育て、
楽しみながら勉強することを第一に活動中です。

マナニさんの
水稲ほ場

除草作業の様子
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岩手町

「発酵あんこ」を岩手町の名物に

伊原 寛一郎 いはら かんいちろう

「豆と発酵」をテーマに始動1

「発酵あんこ」で町おこし2

REPORT

豆×発酵 で

町をますます元気に

小豆の種まき作業の様子

写真

宮城県仙台市

令和５年５月～令和８年４月

転出元

出身地

任期

大阪府大阪市

豆の栽培、加工、商品開発活動内容

生育中の小豆
黄色いお花が咲き、

小さなさやがなっています

伊原さんが作った
発酵あんこ

令和５年５月に地域おこし協力隊として岩手町に着任し
た伊原寛一郎さんは、仙台市で東日本大震災を経験したこ
とをきっかけに改めて「食」や「農」について考えるよう
になり、その後のコロナ禍で「健康」にも気を遣うように
なりました。
以前は、研究職に就いていた伊原さん。自身のキャリア

を活かして自由に事業を提案できる岩手町の協力隊制度に
惹かれ、この町にやってきました。元々好きだった豆と、
健康効果を持つ発酵食品の力に着眼し、「豆と発酵」を
テーマに、協力隊としての活動を開始しました。

豆は、栽培から加工までを手掛けており、麹を使った砂
糖不使用の「発酵あんこ」を町の名物にするべく活動中で
す。活動３年目の現在は、小豆の種まきから発酵あんこ作
りまでを通年で体験するイベントを開催しています。この
イベントの情報はSNSでも発信しており、町外からも参加者
が訪れるなど、地域を越えた町おこしにつながっています。
今後も発酵あんこの取組を続けていく予定で、いずれは

豆の有機栽培にも挑戦してみたいと考えています。
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岩手町

地域の枠を越え、挑戦を続ける

上村 光治 かみむら みつはる

自然豊かな環境と、町民の人柄に惹かれて1

町全体を会場としたイベントを開催2

REPORT

“ゼロ”から

“イチ”を作り出す

とうもろこしの収穫祭

イベントの様子

埼玉県加須市

令和４年９月～令和７年８月

転出元

出身地

任期

東京都目黒区

農業を軸にした関係人口の創出、援農活動等活動内容

(※)複数の集落の機能を補完して、農用地保全活動や農業を核とした経済活動と
併せて、生活支援等地域コミュニティの維持に資する取組を行う組織のこと

りんごの着色管理作業

令和４年９月に地域おこし協力隊として岩手町に着任し
た上村光治さんは、友人の紹介で、以前から小・中学校や
高校のワークショップの講師として岩手町を訪れており、
豊かな自然や地域の方々の人柄に惹かれていました。町か
ら、「協力隊として関係人口づくりの業務を委託したい」
と打診を受けたことをきっかけに、協力隊としての活動を
開始しました。令和５年４月には、町の関係人口拡大を目
指す「いわてまちＡチーム」を立ち上げ、援農活動やイベ
ントの企画等を通して町の課題解決に取り組んでいます。

岩手町は、世界各国のアーティストが制作した130点以上
の石彫が点在している「アートの町」でもありますが、近
年、そのイメージを持っている町民も少なくなりました。
もう一度、「アートの町」だということを呼び起こすため
に、令和７年８月、町全域を会場としたイベント「ART&
CULTURE SYNERGY GATHERING」を初めて開催し、県内外から
来場がありました。協力隊卒業後も、同イベントを継続し
て開催したり、農村RMO(※)を立ち上げるなどして、町の関
係人口創出につなげていきたいと考えています。
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岩手町

町に新たな賑わいの場を作りたい

笹渡 繁巳 ささわたり しげみ

自然界に潜む新たな酵母を探し求めて1

“岩手町”を感じるクラフトビールが誕生2

REPORT

町の原風景や音を

感じてほしい

酵母探索のもととなった枯れ葉等(左)、
酵母培養の様子(右２枚)

缶のラベルとなったイラスト
岩手町出身の小向成美さんによって

酵母の探索地が描かれました

岩手県岩手町

令和４年９月～令和７年８月

転出元

出身地

任期

神奈川県横浜市

自然界の酵母を活用したクラフトビールの商品化活動内容

令和４年９月に地域おこし協力隊として岩手町に着任し
た笹渡繁巳さんは、元々、バイオベンチャーの会社で免疫
細胞等について研究をしていました。前職の経験やノウハ
ウを活かした事業提案が可能な岩手町の協力隊制度に魅力
を感じ、Ｕターンで協力隊となりました。「クラフトビー
ルで町に新たな賑わいを生み出したい」という思いで、岩
手町の自然界から発酵に使える酵母を採取し、その酵母を
活用したクラフトビール開発の挑戦が始まりました。着任
後２年目前半までは、町内の名所や神社、パワースポット
等を探索し、落ちている枯れ葉等から酵母を採取するとい
う日々。計600種類ほどのサンプルを集め、最終的に３種類
の野生酵母を発見することができました。

２年目後半からは、３種類のうち１種類の酵母「103」を
活用したクラフトビール開発に着手しました。酵母「103」
は、石神の丘美術館の屋外展示場で採取したもので、フ
ルーティーな香りが特徴。令和７年５月には、350mL缶とし
ての発売まで実現させました。協力隊卒業後も、ほかの２
種類の酵母を活用したクラフトビール開発に取り組み、地
域活性化に貢献したいと考えています。
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岩手町

「農業×スポーツ」で地域の活性化を目指す

長根 和徳 ながね かずのり

スポーツをきっかけに岩手町へ1

Ａチームでの活動と今後の夢2

REPORT

皆がいい顔で過ごせる

世の中に

りんごの植樹をしている様子

岩手県盛岡市

令和７年２月～令和10年１月

転出元

出身地

任期

岩手県盛岡市

援農活動活動内容

Ａチームでは、住民の声に耳を傾け、聞こえてくる地域
課題の解決に向けた活動に取り組んでいます。現在、長根
さんは、Ａチームの一員として、りんごの摘果やトウモロ
コシの種植えなど、地域の方々との交流を深めながら援農
活動に励んでいます。
他地域では、スポーツ選手が農業に取り組む事例が増え

ており、農業の人手不足や、スポーツ選手のセカンドキャ
リア問題等を解決する一つの手段となっています。将来は、
岩手町でも、農業界とスポーツ界を連携させた取組を実現
させ、町に活気を生み出したいと考えています。

岩手町の少年サッカーチームで
活動している様子

令和７年２月に地域おこし協力隊として岩手町に着任し
た長根和徳さんは、学生時代からサッカーやフットサルに
携わっており、岩手町の女子サッカーチームをサポートす
るためにこの町にやってきました。そこで、地域課題解決
チーム「いわてまちＡチーム（以下、Ａチーム）」の存在
を知り、「地域のために活動したい」との思いが芽生え、
協力隊としての活動をスタートさせました。
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西和賀町

食べ物と体験を通じたコンテンツを

菊池 菜奈

岩手県矢巾町

令和７年４月～

きくち なな

転出元

出身地

任期

雑穀の魅力を伝えたい1

食と体験を活かしたツーリズムも2

REPORT

食と体験

魅力を伝えたい

岩手県紫波町

農園での作業の様子

野菜栽培活動内容

ほおずきの収穫

瓶詰加工品の作成作業

野菜・雑穀の栽培を模索する一方で、菊池さんは馬耕
（馬で田畑を耕す）、馬搬（山林で切り出した材木を馬で
運搬）等、馬とのふれあいを軸とした農作業の組合せ等、
新たな取組も提案します。
西和賀町の民泊に、野菜や雑穀の食を楽しみながら、馬

や農作業の体験を組み合わせたグリーンツーリズムを楽し
むコンテンツを提供して、町の魅力を伝えることができれ
ば、関係人口の創出にもつながるのでは、と目を輝かせま
す。

令和７年４月に地域おこし協力隊として西和賀町に着任
した菊池菜奈さんは、町内の農業生産法人で野菜作りを学
んでいます。
菊池さんは野菜や穀物のような植物由来のものを中心と

した食生活を送る中で、あわやひえ、きび等の雑穀を自ら
生産・販売することで魅力を広めたいと思うようになりま
した。現在は慣れない農作業に四苦八苦していますが、雑
穀栽培に勤しみ、雑穀の美味しさや魅力を伝えたいと話し
ます。
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西和賀町

リンドウをつなぐ人と技術の継承を

照井 真

岩手県西和賀町

令和７年５月～

てるい しん

転出元

出身地

任期

リンドウを学び、作る1

魅力を伝える取組に2

REPORT

青く凛とした花姿

リンドウをいっぱいに

岩手県花巻市

花き栽培（リンドウ）活動内容

管理作業の様子

（品種名：風の音、飛竜）

リンドウ産地を牽引してきた農家は、現在では高齢化や
離農により、産地としての維持や、栽培技術の継承を懸念
しています。
そのような中、照井さんはリンドウの魅力を伝えるべく、

生産に加え、町オリジナル品種の育種や、子供たちに町の
特産品をPRする活動を模索しています。「リンドウの生産
効率を上げて生産量を増やし、自分の就農体験が次の世代
にも繋がるような経営や活動に取り組みたい」と、課題の
分析とともに次の世界を見据えていました。

県立農業大学校で花き栽培を学んだ照井真さんは、花巻
市の農業法人でリンドウの露地栽培の研修を受けている期
間に西和賀町の地域おこし協力隊に応募し、令和７年５月
から活動を始めました。リンドウの生産だけでなくPR活動
にも取り組め、任期中に自分の基盤も整えられる協力隊制
度は、「自分にはメリットしかなかった」と語ります。
将来的な就農も視野に入れている照井さん。現在は、町

の気候や土壌に合ったリンドウ栽培の一層の技術の研鑽と、
PR活動に励んでいます。
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岩泉町

日本一の畑わさび産地を次世代に

刈屋 翔磨 かりや しょうま

自然を楽しむ。人の助け合いに感謝1

農・林・漁“三刀流の活躍”2

REPORT

山里で芽吹く

人と人の助け合い

近所の先輩農家と協力して作業

多方面の活躍

岩手県岩泉町

令和４年７月～令和７年６月

転出元

出身地

任期

神奈川県

畑わさびを主に、林業、漁業、狩猟業活動内容

【画像：刈屋さん提供】

令和４年７月に地域おこし協力隊として岩泉町に着任し
た刈屋翔磨さんは、神奈川県の海上自衛隊として勤務して
いました。
ふとしたことから「日本一の畑わさび産地」が、産地継

承の問題を抱えていることを知り、そういった中で協力隊
の募集があったことから応募しました。岩手県は、父の実
家が宮古市であることから興味を持っていました。
畑わさび栽培は、自然の影響で思うようにいかないこと

が多いですが、近所の人に助けてもらうことが多い農村生
活に、驚きと感謝、そして楽しみを見つけることが多いで
す。

岩泉町の畑わさびは町の支援体制がしっかりしているこ
とから、協力隊任期中に丁寧な技術指導を受けることがで
きました。
現在は、畑わさびを主に、「特殊伐採（林業）」や「う

にの畜養（漁業）」等にも関わるほか、狩猟業なども行っ
ています。
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軽米町

農業をビジネスとして成立させたい

堀田 翔平
堀田 礼佳

（翔平）秋田県 （礼佳）宮城県仙台市

果樹、ホップ栽培

ほりた しょうへい

転出元

出身地

活動内容

農業の世界に飛び込み、６次産業化を目指す1

人とのつながりを感じる軽米町の魅力2

REPORT

自然に囲まれながら

のびのびと

宮城県仙台市

令和６年９月～任期

ほりた あやか

現在、小さいお子さん２人を育てている堀田さんご夫妻。
軽米町が子育て支援に力を入れていることも、移住の決め
手となりました。同じ幼稚園に通う子供たちが声を掛けて
くれるなど、地域の子供たちとの距離が非常に近く、子供
を通してつながりが広がっていくことも魅力のひとつとの
ことでした。
近所の方々も本当の家族のように接してくれ、地元の農

家さんを紹介してくれたり、採れたての野菜をおすそ分け
してくれるなど、人の温かさを感じることが多いそうです。

ブルーベリーの収穫作業の様子
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令和６年９月に地域おこし協力隊として軽米町に着任し
た堀田さんご夫妻は、元々仙台市で飲食店を経営していま
したが、「自分たちで作物を育て、加工を手掛ける６次産
業化に取り組んでみたい」と、思い切って農業を始めるこ
とにしました。軽米町の特産であるホップや葉たばこ等の
工芸作物に興味を持ち、１年目は町のホップ農家の下で研
修を受けました。農業をビジネスとして成立させるために、
２年目からは果樹栽培をメインに活動しており、将来的に
は６次産業化につなげていきたいと考えています。
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Q

A

卒隊後の農地の確保はどうする？

・農業委員会に相談
・農地を探していることを様々な場で声に出す
（運はおのずとついてくる…！）

Q

A

誰に何を相談したらよいか悩んでしまう…

・いろんなところに飛び込んで、人脈をつくる
・地域のことに詳しいお年寄りや、協力隊OB、
協力隊OGを頼ってみる

・県の普及センターにぜひご相談を！

協力隊のリアルな声

Q

A

農業以外の活動（情報発信など）に
どれくらいの力を注いでよいものか加減が難しい…

・全ての活動は最終的に自分の軸につながるので、
やりたいことはやってみる！

・任期中に自分の活動をどれくらい知ってもらえるかは重要

Q

A

高齢化や遊休農地の増加など、
農業の課題にどのように取り組んでいる？

・若者に農業の格好良さを伝えるために
イベントを企画、開催している

・地域の特産品を知ってもらうために
特産品を使用した商品を開発しPRしている

AIをフル活用しています！

民泊にもチャレンジします！

農業のかっこよさを
若い世代にも知ってほしいです！

情報交換会で交わされた、隊員の皆さんの声をご紹介します。
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